
不老会主宰 中村古松  

・中村古松「海へそゝく」   ・伊藤其風「相逢ふて」  ・山本松風「由緒ある」 

・森一風「蔦さがる」     ・中村久子「夕されは」  ・寄書 

和本の世界  

・西吟編『ねさめ廿日』    ・正春編『かつら河』    ・秋風編『誹諧吐綬雞』 

・清秋編『ひけしつほ』     ・希言編『百物語』 

萬古焼コーナー  

・有節萬古 色絵月秋草文墨池  ・有節萬古 青磁卍文蓋物  ・有節萬古 色絵白魚文蓋物 

 
当日の様子 

平成２５年３月１日発行   第１８４号 

歴史博物館をのぞいてみよう！  

<３月の展示品 > 

《平成 24 年度文化教養講座「史跡へ行こう」》 

2 月 9 日(土)に、第 3 回文化教養講座を開催しまし

た。「松坂城あれこれ」と題して木野本 和之氏（松阪

市教育委員会）にご講演いただきました。多くの方々

にご参加いただき、ありがとうございました。 

毎回アンケートには、様々なご意見・ご感想をいた

だいております。「今後も続けていって欲しい」とい

ったご意見など、大変ありがたく思っております。 

来年度もテーマを替えて開催する予定です。後日、

ポスターやチラシなどでお知らせ致しますので、是非

ご参加下さいますよう、よろしくお願いします。 

 

【博物館あれこれ】～松月庵其風について～（補遺） 

前回で「松月庵其風について」は一先ず終わりましたが、その後、見落としていた記事を

見つけましたので紹介します。 

…近県岐阜の高橋其光門としてその号其風姓伊藤氏なる先輩ありて、私は当時同氏の許に日

参いたして両年を経たのであったが、同氏が例のシベリヤ出兵に従い、病を得て帰郷、おし

くも二十六才を一期として世を去ったのである。 

同氏最後の言として私に与えてくれたのは、僕には余命すでに少し、今後の君は、近くの

地高橋其光先生の教えをうけよ、先生は温厚篤実の人格者だからと、俳誌は陸前の「松の華」

誌に依るべし。若しも君が俳誌を持つならば＝当時俳誌発行の準備中であった＝、東京にて

岡野知十先生及其高弟大島宝水なる先生に選者後援を乞うこと。尚また、小波、松宇、猿男、

耕石、無黄、黄雨、等々各先生の中央選者を依頼せよ等々の言をうけたのでもあった。… 

「大島宝水先生を再び訪う 中村古松」（『松の栞』昭和 40 年 6 月号 P19～P22） 

『松の栞』昭和 40 年 6 月号では、古松が大島宝水から「岡野知十の文台」を譲り受けた事

を特集しています。その中に、古松の文章があります。大島宝水との出会いや『松の栞』に

かかわって頂く事になったこと、今回の文台について等が書かれている中に、上に挙げた其

風に関する記述がありました。 

前半は、前回まで辿ってきた内容に合致します。注目すべきは、後半の「同氏（其風）最

後の言…」です。ここには、これからの古松の俳暦や『松の栞』の編集・運営方針が、其風

からの言葉（教え）として述べられています。そして、古松がこの教えを忠実に守り、今に

至っていることは『松の栞』を見れば一目瞭然です。 

其風は、生前は勿論亡くなってからも、古松の俳句人生に多大な影響を与えてきた特別な

存在だったのです。 



社会人になる前に知っておくべき１２カ条 

さあ始めよう、きっと何かが変わるはず 

未来のきみが待つ場所へ 

まなぶためのはじめの１歩 

小中学生からとれる 資格と検定大事典！ 

ぼくが写真家になった理由  

１２歳からのインターネット 

部活お悩み相談室 

場面でわかる正しいことばづかいと敬語１ 

げんちゃんなきむし一ねん生 

時間をまきもどせ！ 

ロッキーリッジの小さな家 

みんながおしえてくれました 

ゆうきをだして！ 

しょうがっこうへいこう 

子どもに本を買ってあげる前に読む本 

やりたいことを始めなさい 

不安なままでもまずやれる事とは ニート脱出 

大学時代しなければならない５０のこと 

気軽に出かけるはじめての海外旅行 

わかりやすい借家 

入園前に読む本 

ピカピカ１年生の３６５日 

社会人のためのマナーとルール 

家事手帳 

はじめてのひとり暮らし 簡単お料理ブック 

ひとり暮らしのインテリア 

１分であなたを最大限にアピール！ 好感度◎自己紹介 

夜のピクニック 

いい歳旅立ち 

  暖かくなり、まだまだ遠いと思っていた春が、ようやく近づいてきました。 
   進学、入社、転勤…と来月から、環境がガラリと変わる人も多いのではないでしょうか？ 
   ３月はなにか新しいことをはじめるのにぴったりの季節です。 

   図書館では「新生活」をテーマに新しく始まる日々が待ち遠しくなるような本を集めました。 



 
 
 

  
 
 
江戸の献立／福田浩／新潮社 
日本の絶滅古生物図鑑／宇都宮聡／築地書館 
続 田辺聖子の古典まんだら／田辺聖子／新潮社 
ちょうちんそで／江國香織／新潮社 
輝天炎上／海堂尊／角川書店 
るるぶ山口 萩 下関 門司港 津和野  ’13～’14／ＪＴＢパブリッシング 
現代インドネシアを知るための６０章／間瀬朋子／明石書店  
公務員をめざす人の本’１４年版／北里敏明／成美堂出版 
ブラックボックス／篠田節子／朝日新聞出版 
「豊かな地域」はどこがちがうのか／根本祐二／筑摩書房 
中学受験「国語嫌い」は親が救う／早川尚子／中央公論新社 
ニセモノ政治家の見分け方／小林よしのり／幻冬舎 
吉原暗黒譚／誉田哲也／文藝春秋 
奥の奥の森の奥に、いる。／山田悠介／幻冬舎 
長生きしたけりゃ肉は食べるな／若杉友子／幻冬舎 
 
 
 
おみまい、おことわり？／ケイディ・マクドナルド・デントン ／岩崎書店 
どどのろう／こばやし ゆかこ／岩崎書店 
名字のひみつ２／森岡浩／フレーベル館 
開発と破壊／アムネスティ・インターナショナル日本／絵本塾出版 
エネルギー自給率を考える／小池康郎／文研出版 
ぎょうれつ／中垣ゆたか／偕成社  
メルリック まほうをなくしたまほうつかい／デビッド・マッキー／光村教育図書 
 

    図書館の資料は町民の皆様の貴重な財産です。大切に扱ってください。 
   ・資料を借りるときは必ず貸出手続きを済ませてください。 

   無断持ち出しは絶対にしないで下さい。 
  ・次に読みたい方が待っていますので、返却期限は必ず守ってください。 

  ・資料への書き込みや切り取り等は絶対にしないで下さい。 
  ・資料を紛失･破損または汚損したときは速やかに図書館に届けてください。 

    （状態によっては弁償していただく場合もあります。） 
  ・図書カードはなくさないように大切に保管してください。 

  ・図書カードの貸し借りはしないで下さい。 

お
ね
が
い

 



 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 1 2 3 4 5 6

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13

10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27

24 25 26 27 28 29 30 28 29 30

31

3月のカレンダー ４月のカレンダー

◎土曜日・日曜日・春休みは視聴覚室を学習室として開放します。 
   （行事等により利用できない場合もありますのでご了承ください） 
    開放時間：9：00～16：45まで         発行／朝日町教育文化施設   ℡ ０５９－３７７－６１１１ 

学習室開放休館

おはなし会 
 

３月９日（土）・２３日（土） 

場所：おはなしの部屋 

 メンバー募集のお知らせ 
 

ストーリーテリングの会「フォンターナ」では、 

図書館で昔話などを語る活動をしています。 

こどもたちに、おはなしの世界をいっしょに 

届けてみませんか？ 

 
 

 
 

『ダンボ』 
４月４日（木） 

教育文化施設２階 視聴覚室） 

14:00～15:10 

場所：2階視聴覚室 

入場無料・申込不要です 
 

春休み映画会 

４月２日(火)は３月分の月末整理のため、 

博物館・図書館とも休館致します。何卒ご了承ください。 
 

図書館は多くの方が利用する公共の場です。皆さんが気持ちよく利用できるよう 
ご協力下さい。 

 

○図書館内での飲食やガムを噛む等の行為はお断りします。 
 
○お子様の館内でのおしゃべり、遊びその他の迷惑となる行為については保護者の方からの 
  ご注意をお願いします。 
 
○図書館内では、他の利用者の読書の妨げになるため携帯電話の使用を禁止します。 
 
○ゲーム機等の持込使用は禁止します。また、パソコン、電卓等の操作音で他の利用者に 
   迷惑がかからないようにご注意ください。   
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